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研究成果 次世代型 Ni 基耐熱構造用金属材料 
利用分野 金属産業全般、航空宇宙、エネルギー関連産業、自動車

産業、化学プラント、原子力産業、自動車関連  
中小企業が利用できるシーズの概要 

 地球温暖化の元凶といわれる二酸化炭素ガス排出削減のために、より効率的あるい
は省エネルギー的な熱変換材料、自動車エンジン関連部材、高温化学装置材料、ジェ
ット・エンジンならびにガスタービン、等の耐熱特性の向上が求められています。 
 現用の高温耐熱材料としては、Ni 基を中心とする超合金が用いられていますが、
その性能は限界に近づいていると言われています。そこで、これに代わるものとして、
セラミックスあるいは金属間化合物の開発が試みられていますが、未だ使用されるに
至っていません。 
 我々は、軽量性、高温強度、高融点、塑性変形能、耐環境性等に優れた最密充填（GCP）
金属間化合物相を複相化することにより、整合性にして微細なまったく新しい金属組
織を創製することができました。この新しい金属材料は、耐熱特性や耐環境性能が従
来の超合金よりも優れており、新耐熱材料としての高いポテンシャルを有しているこ
とを見出しました。 
 また、本材料は種々の製造プロセスを採用することが可能なだけでなく、コストア
ップを招く高価な希少（貴）金属も使用しておらず，加えて，部材の軽量化，長寿命
化ができるため，経済性や省エネルギー性に大変優れています。 
 航空機・宇宙ロケット，発電・高温化学プラントなど極限環境材料のほか，汎用的
な各種高温（耐熱）材料としての使用が期待されます。 
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